
 

 

 

 

 

・ 道路照明灯の安定器※1の中に、「ＰＣＢ※2使用製品」に該当する可能性のものが

あり、早期に調査し、計画的に処分するものです。 

    平成 28 年 8 月に法律※3が改正され、現在使用中の製品も含め処理期限（H33.3）

までに適正に処分することが必要となりました。 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般道路維持 

（道路照明灯 PCB 含有安定器調査業務）について 

目   的 

適正に調査し、計画的に早期に処分をすることで 
安心安全に繋がります。 

※2「PCB」とは 

H30 年度 

・ＰＣＢが含有されている可能性がある道路照明灯（3,867 基）全てを調査し、

計画的な処分につなげる（H31、32 処分予定） 

 

※3「法律」とは 

※1「道路照明灯の安定器」とは 

※道路照明灯の中に設置されているもので、

道路照明灯の電気を安定に点灯させるために

必要なものです。 

安定器のイメージ図 

「ポリ塩化ビフェニル（PCB）廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法の一部を改正する

法律」（H28.8 施行） 

 「PCB※2」は電気機器用の絶縁油など、さまざまな用途で使用されていましたが、その毒性よ

り現在は新たな製造が禁止されており、かつ処理期限が法律で決められています。 

 


